



























通常 1 年生から 5 年生まで行われ、年に 2、3 回、2、3 週間にわたって実施される（フォルメン線描の概
要および意義については、拙稿を参照されたい 1）。筆者は既に拙稿（山下恭平、井藤元、徳永英司「フォ
ルメン線描とマインドフルネス―脳波測定を通じたフォルメン線描の分析―」、『ホリスティック教育 / ケ



















































（ゆっくり 1 ～ 3 呼吸程度）」、「開眼し、左と同じ」の作業を行った。線描はゆっくりと行い、1 回につき
約 10 分程度の時間をかけて実施した。図 4 にクレヨン、ペンタブによる実際の線描を示した（各々図 5
の初回の線描脳波グラフに対応）。










図 1　脳波測定環境（クレヨン） 図 2　脳波測定環境（ペンタブ）
図 3　網目フォルメンの作業手順
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MUSE は 7個の脳波センサと内蔵 Bluetooth モジュールによる無線システムにより、スマートフォン、





















Delta δ 1~4Hz 深い睡眠（夢を見ない）
Theta θ 4~8Hz 浅い睡眠（夢を見る）、深いリラクゼーション
Alpha α 7.5~13Hz 安静時（集中時も含む）、閉眼時、睡眠時
Beta β 13~30Hz 積極的な論理的思考活動
Gamma γ 30~44Hz 活発、興奮状態
図 4　網目フォルメン（図 5に対応）
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